
本年の生育状況と
収穫適期の判断について

南信農業試験場栽培部
等々力 友也
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気温と日照（アメダス飯田観測所）
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８月の低温・寡日照 ・・・肥大の停滞
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果実肥大調査（横径）の経過

飯田市座光寺（標高430m）南信農業試験場（標高560m）

満開日：5/21

８月の停滞以降、平年よりやや小玉傾向。

南信州農業農村支援センター
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気温と日照（アメダス飯田観測所）

９月前半の低温・・・着色始期の前進

発芽
満開



降水量（アメダス飯田観測所）

８月の多雨 ➜ 排水不良園では根部にストレス
・・・樹勢の弱った樹では成熟早まる可能性も
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生態調査結果

年度 発芽期 展葉期 開花始 満開期 開花終 落花期

前年 ３．３０ ４．２２ ５．２８ ５．３１ ６．０１ ６．０３

本年 ３．２２ ４．０９ ５．２７ ５．３１ ６．０１ ６．０３
平年 ４．０８ ４．２１ ５．２９ ５．３１ ６．０２ ６．０５

平年比 １７日早 １２日早 ２日早 平年並 １日早 ２日早

場内市田柿【市沢系】
平年値は2001～2020年の平均
発芽期 鱗片がゆるみ緑色の部分が見え始めた時（全体の20～30％）
展葉期 葉が最初に展葉した時（全体の20～30％）
開花始 連続して開花した最初の日（全体の20～30％開花した時）
満開期 全体の約80％が開花した時
開花終 全体の20～30％の花弁が散った時（落花期とは異なる）
落花期 樹全体の花の70～80％が落花した時



熟度調査の経過（市田柿ブランド推進協議会）
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赤道部果皮色の推移（400m台3地点平均）
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糖度(ﾀﾝﾆﾝ除去後）の推移（400m台3地点平均）

硬 度：直近２年と同程度

果皮色：果頂部を中心に早くから着色

糖 度：高めで推移

収穫開始の時期について
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日 月 火 水 木 金 土

10/24 25 26 27 28 29 30

10/31 1 2 3 4 5 6

400ｍ台以下

600ｍ台以上

500ｍ台

500ｍ台

収穫開始の目安（標高別）
○着色は進んでいるが硬度は平年並
○あまり早くからの加工はカビ発生のリスク大

※今後の気象により前後

日照条件のよい上部や外周部から収穫を開始し
順次下枝や内部へと数回に分けて収穫



今後の管理と収穫について

○条紋・スレ対策

・果面が乾きやすい状態を保つ（日当たり・風通し）

・強風による枝の揺れを抑える

⇒ 支柱立てを確実に実施

・条紋、スレからのカビ・腐敗を防ぐ

○収穫に向けての考え方

未熟果加工による戻りをできる限り抑える

⇒ 適期収穫を心がけることが第一

高品質安定生産がブランド力を向上
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条紋発生の傾向

平成30年に近い条紋指数で推移
今後の降水によっては増える可能性も
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向こう１か月の天候の見通し

気象庁 令和３年９月30日 発表
「向こう１か月の天候の見通し 関東甲信地方」より抜粋

期間：10月２日
～11月１日

○暖かい空気に覆われる
気温：高い
降水：ほぼ平年並
日照：平年並か多い

○期間前半は気温高い
見込み

向こう２週間の気温の見通し
気象庁 令和３年10月８日 発表「２週間気温予報（長野県）」より抜粋



市田柿ブランド推進協議会HP
http://市田柿.nagano.jp/

または
南信州農業農村支援センター
技術経営普及課ＨＰ
https://www.pref.nagano.l
g.jp/sitemap/010224080.
html

で結果を公表

収穫開始の判断の
参考にしてください

熟度調査結果について

○原則毎週水曜に実施


